

























ア理論（semantic script theory of humor、以下 SSTH）は言語学理論に特化した IR 理論とし
て広く知られている。SSTH はユーモア（ここでは特に言語によるユーモア、Verbal Humor
を指す）に含まれている不調和、矛盾している構造を「実際と非実際（actual vs. non-actual）」、


















i) テクストの一部に、或は全体に 2 つのスクリプトが同時に含まれ
56 
ている。  






SO）と呼ぶ。SSTH と IR 理論の関連性は下記のようにまとめられる。  














IR 理論   不適合   ＋ 解決  
SSTH 
対立  ＋ 重複  
























et.al（2002）等の補足も加え、3 つの対立タイプは下表の通りにまとめた。  
表  基本型対立の  つの種類
対立タイプ  特徴  論理関係  
実際 /非実際  同時に存在する 2 つの意味解釈。  
 
普通 /異常  
予想と違うもの、意外性を強調する。  
（非両立関係、 incompatibility）   






対立関係にある二つのスクリプトをそれぞれ A と B にする。  













































表 2 データの構成 
























































観る側と観られる側が対峙するような認知モデルである（中村・上原編 2016:31）。  
 
図 5 に書かれている内容の具体的な解釈は以下の通りである。  
 
表 3 認知の基本構図の図例（ibid:5,表・要約筆者） 
S 観る側（概念化の主体）  
O 観られる側（概念化の対象）  
縦長の楕円  MS、S が O を眺める際に視野に入る全ての領域の最大のスコープ  
横長の楕円  オンステージ領域、観る側 S が常に注目している領域。直接スコープ
（IS）とも言う  
破線矢印  注目の方向性  






















本節は表  1 でまとめたユーモアの三つの基本的なスクリプトの対立タイプをラネカー
による認知モデルでそれぞれの認知構造を解明する試みを行う。ユーモアの認知モデルを



























表 4 「実際／非実際」の認知モデルにおける概念装置 
S 観る側（概念化の主体）  
最も大きい四角  MS、S が O を眺める際に視野に入る全ての領域の最大のスコープ  
大きい破線四角  






Oa 実際の観られる側（概念化の対象）。文字に明示された観られる側。  
実線の横行矢印  文脈の展開  







（中村・上原編 2016:17）  
太い両方向矢印  プロファイルされたスクリプトの対立、Oa と On の間の不適合。  
破線の矢印  注目の方向性  
 




































表 5 「普通／異常」の認知モデルにおける概念装置 
O 予測する際に基づく事象  
Onm O に基づいて予測した普通で期待通りの状況  
Oab O に基づいて予測した異常で期待通りではない状況  






























最大認知スコープ MS は、意識が能動的な働きをかけられる範囲 R（リアリティー）と同
じであることである。これはつまり、「普通／異常」の対立タイプによるユーモアを理解す
る際には、リアリティーに基づかない概念は少ない傾向があると考える。また、２節で触












































係である。Oab と Onm は既に述べたように、非両
立関係を持っている。一方、「可能/不可能」は論





































三つの HS において、IS の割合が最も小さいものは実際/非実際である。即ち、観られる



























（3）ユーモアテクストを一つのテクストタイプとして提唱した Attardo & Chabanne（1992）
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